
　
演
　
目
　
の
　
解
　
説

　
能

「
誓
願
寺

」
（
せ
い
が
ん
じ

）

　
諸
国
を
遊
行
し

「
六
十
万
人
結
定

往
生

」
の
御
札
を
配
る
一
遍
上
人

は

、
都
誓
願
寺
で
一
人
の
女
に
札
を

授
け
ま
す

。
女
は
札
の
文
言
を
見

て

、
六
十
万
人
し
か
往
生
出
来
な
い

の
か
と
疑
問
を
抱
き
ま
す
が

、
上
人

は
夢
想
で
得
た
四
句
の
文
の
上
の
字

を
書
き
つ
け
た
御
札
で
あ
る
こ
と
を

説
き

、
感
銘
を
受
け
ま
す

。
住
処
を

問
わ
れ
た
女
は
和
泉
式
部
の
石
塔
ま

で
案
内
し

、
誓
願
寺
の
額
を
上
人
の

手
で
六
字
の
名
号
に
書
き
換
え
て
欲

し
い
と
頼
む
と
姿
を
消
し
ま
す

。
上

人
が
額
を
書
き
換
え

、
一
同
で
南
無

阿
弥
陀
仏
を
唱
え
る
と

、
和
泉
式
部

が
歌
舞
の
菩
薩
と
現
れ
て

、
喜
び
の

舞
を
舞
い
ま
す

。
小
書

「
来
迎
拍

子

」
は
ク
セ
の

「
聖
衆
来
迎
す

。
落

日
の
前
と
か
や

」
の
所
で
特
殊
な
足

拍
子
を
踏
み
ま
す

。

 
能

「
弱
法
師

」
（
よ
ろ
ぼ
う
し

）

　
高
安
通
俊
は

、
我
が
子
を
讒
言
で

失
い

、
四
天
王
寺
で
施
行
を
行

っ
て

い
ま
し
た

。
一
方
捨
て
ら
れ
た
子

、

俊
徳
は
盲
目
と
な
り

、

「
弱
法
師

」

と
綽
名
さ
れ
て
四
天
王
寺
を
彷
徨

い

、
通
俊
か
ら
施
行
を
受
け

、
会
話

を
交
わ
し
ま
す

。
通
俊
は
我
が
子
と

気
づ
き
ま
す
が

、
人
目
の
あ
る
う
ち

は
さ
す
が
に
名
乗
り
に
く
い
と
考
え

て

、
日
想
観
を
拝
み

、
夜
に
な
り
人

込
み
に
一
人
取
り
残
さ
れ
た
我
が
子

に
寄
り
添
い
父
と
明
か
し
ま
す

。
驚

い
た
弱
法
師
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
の

を
宥
め

、
共
に
故
郷
に
帰

っ
て
行
き

ま
す

。

於
　
　
宝
 
生
　
能
　
楽
　
堂

　
 
開
場
 

十
二
時

弱

法

師

誓

願

寺

シ
テ

シ
テ

二
〇
二
〇
年
月
並
能
延
期
公
演

亀

井

　
保

雄

来
迎
拍
子

15:40

〈
休
憩
十
五
分
〉

15:05 13；00

後
見

後
見

野

月

　
　
聡

宝

生

　
和

英

ワ
キ

亀

井

　
雄

二

佐

野

　
　
登

酢

薑

登

坂

　
武

雄

ワ
キ

高

井

　
松

男

〃

ワ
キ
ツ
レ

宝

生

　
欣

哉

間 間
大

藏

吉

次

郎

御

厨

　
誠

吾

則

久

　
英

志

大

藏

　
教

義

大

藏

　
基

誠地
謡

地
謡小

鼓
大
鼓

小
鼓

大
鼓

終
演
予
定
　
十
六
時
五
十
分
頃

東

川

　
尚

史

髙

橋

　
憲

正

小

倉

伸

二

郎

森

澤

　
勇

司

柿

原

　
弘

和

澤

田

　
宏

司

和

久

荘

太

郎

小

林

　
晋

也

幸

　
　
信

吾

國

川

　
　
純

髙

橋

　
　
亘

笛
太
鼓

小

倉

健

太

郎

山

内

　
崇

生

　
六
月
十
三
日

(

日

)

　
午
後
一
時
始

大

藏

彌

太

郎
笛

 文化庁文化芸術振興費補助金
 (舞台芸術創造活動活性化事業)

 独立行政法人日本芸術文化振興会

前

田

　
尚

廣

髙

橋

　
　
章

武

田

　
孝

史

松

田

弘

之

東

川

　
光

夫

大

友

　
　
順

一

噌

　
庸

二

小

寺

真

佐

人

ご購入は
オンラインチケット

または
宝生会事務局まで

チケット料金
(税込)

S席　8,800円
A席　7,700円
B席　6,600円
C席　5,500円

D(自由)席　3,300円
※学生は1,000円引き


